
 

 実施機関名 訓練内容

8:00～8:05

8:00～8:45

8:00～8:45

8:00～8:50（避難は8:40まで。8:50避難完了報告)

8:00-8:40
 

8:00～8:50

8:00～8:40

8:00～9:00
 

8:00～11:10
 

8:00～11:10

8:40～8:50

8:50～8:55

9:00～9:20

9:05～9:20

9:00～10:30

 

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～10:30

9:00～9:50

9:20～9:50

負傷者医療機関搬送訓練

(防災ヘリコプター琵琶) 9:25～9:40

9:45-10:10

9:45～10:00

9:50～10:05

9:55～10:10

  10:10～10:40

 
10:10～10:40

10:40～11:05

避難所に仮設トイレを組み立て、設置する。

28
健康体操（エコノミークラス症

候群防止運動）
健康推進課 エコノミークラス症候群を防止するための運動を指導する。

16 ろ水機操作訓練 教育委員会
災害時にプールの水や川の水をろ過して飲料用にできる、ろ水機

のデモンストレーションを行う。

17

避難者の健康管理および応急処置を行う。

仮設トイレ組立設置訓練

14 医療救護活動訓練 彦根医師会 救護所において避難者の診察・治療を行う。

13

15
災害ボランティアセンター設置

訓練

社会福祉協議会・ひこ

ね災害ボランティア

ネットワーク・福祉保

健部

24 気象台防災広報 彦根地方気象台 気象観測装置等の展示を実施する。

22 初期消火体験（水消火器）

23 防災広報・展示
大阪ガス・ＮＴＴ・予

防課・建築指導課・赤

十字奉仕団

防災意識醸成のための防災PRの実施（各種防災パネル等展示・パ

ンフレット配布）

全国からの災害ボランティアの受入準備のため、災害ボランティ

アセンターを設置する。

（対象）河瀬学区自治会          （会場）彦根中学校グラウンド

9

滋賀日産自動車㈱電力供給訓練(電気自動車)

避難経路にて警察官は交通整理および避難者の安全を確保する。

(彦根中学校周辺)

8:30

訓練本部
身を守る3つの行動（Drop姿勢を低く、Cover頭を守り、Hold on

１分間動かずじっとする）を取る。

気象台から、台風の接近および震度７の地震発生通報を受け、職

員の情報伝達訓練および自動参集による初動訓練

地震体験により、地震に対する防災知識の啓発を図る。

20 非常食配布
総務部、コカ・コー

ラ、中北薬品㈱
非常食の準備と配布

11

避難完了報告

市長挨拶後、訓練本部が概要を説明する。

18

12

救出救護（倒壊家屋救出、土

砂・倒木撤去）訓練

彦根警察署、消防本

部、建設業協会、造園

協会、市立病院

25

10

21

消防本部

19 地震体験(起震車） 消防本部

保健師活動訓練

29

土砂災害による倒壊家屋から負傷者を救出し、救急医療活動を行

う。

仮設用電気工事訓練

煙体験 消防本部
煙を充満させたテントの中を通り、煙の恐ろしさを体験し、屋外

へ避難してもらう。

水消火器を使用し、消火体験をしてもらう。

滋賀県電気工事工業

組合
仮設テントを設置し、仮設用電気工事を実施する。

水防訓練

訓練本部

彦根中学校区内で、避難広報を行う。

彦根中学区の住民代表者から、市長に対し、避難完了報告を行

う。

エフエムひこね

連合自治会代表者

陸上自衛隊

南川瀬町自治会

企画振興部

彦根警察署

訓練本部(駐車場係)

市民環境部

土のう作り体験

関西電力送配電㈱

住民参加訓練（初期消火、応急

担架搬送、倒壊家屋救出、バケ

ツリレー）

31

給水訓練

災害発生により孤立者が町内に集結し、救助を待っている。市は

自衛隊への要請を行い、孤立者救助と輸送を依頼。

30

主会場での避難者受入れおよび受付

エフエムひこねが訓練の様子を随時放送する。

大規模停電により電力源の確保が必要となった災害対策本部や避

難所等に急行し、電気自動車による電力供給を実施する。

上下水道部
給水車を配備した臨時給水所を設置し、飲料水袋を用い住民への

給水活動を行う。

各自治会、市長直轄

組織、総務部

水道管応急復旧訓練
上下水道部、彦根市管

工設備工事協同組合、

彦根水道協同組合

各自治会、消防本部

電力設備応急送電訓練
地震により大規模な停電が発生し、救急病院からの要請で、高圧

電機車および高所作業車にて応急送電を行う。

地震により水道管が破損したため、漏水している現場へ直行し、

復旧作業を行う。

建設業協会による土のう作り体験を実施する。

河瀬小学校区の各自治会が彦根中学校へ避難を行う。

訓練本部

自治会・自主防災会・

福祉保健部

情報伝達訓練・初動訓練

職団員および議員は、市内の被害発生状況から自主参集する。 バイク隊

は、消防訓練本部前に集り、団長に参集報告し市内巡視の指示を受ける。

彦根市議会災害対策支援本部は、非常招集訓練を行い、副本部長(副議長)

は本部長(議長)に参集報告する。

 項  目

7 孤立者輸送訓練

避難者受入れ

避難誘導訓練

訓練本部、各自治会

エフエムひこね

2

3

消防団

消防本部

議会災害対策支援本

部

1 シェイクアウト訓練

4

非常招集訓練

6

避難訓練

避難広報訓練

9:00

34
大雨に伴い落雷により山林火災が発生、消防本部、消防団は連携

し火災防御にあたり、被害の軽減を図る。

26

火災防御訓練 消防団、消防本部

8:00

8

消防職員の指導により、住民参加訓練として初期消火、応急担架

搬送訓練等を実施する。
33

12:0011:3011:0010:3010:009:30

5

令和５年度 彦根市防災訓練タイムスケジュール

倒壊家屋から救出された重傷者を3次医療機関に搬送する。滋賀県防災航空隊

32 各自治会、建設業協会

建設部、消防団

27

建設部の指導により、消防団員が参加し、各中隊ごとに連携を図

りながら水防工法を実施する。

緊急放送訓練(情報伝達訓練）

市長挨拶 訓練趣旨説明



 実施機関名 訓練内容 8:00 8:30 9:00 9:30 10:0010:3011:0011:3012:00

8:00～8:45

8:00～8:05

8:00～8:45

8:00～8:40

8:40～8:50

8:50～9:15

9:15～10:00

9:15～10:00

9:15～10:00

9:15～10:00

9:15～10:00

9:15～10:00

10:00～10:15

12

個別訓練（給食給水訓練）

個別訓練（仮設トイレ設営訓練）

個別訓練（応急救護訓練）

自治会、消防団、教

育委員会

自治会、市民環境部

消防団

 項  目

情報伝達訓練・初動訓練1

訓練本部、自治会

エフエムひこね

自治会、消防団、防

災士会、市民環境

部、総務部

自治会担当者が避難者数を把握し、市担当職員に報告する。市担

当職員は防災無線にて避難状況を対策本部に報告する。

自治会、防災講師、

市民環境部

4 避難訓練

5

各個別訓練班から訓練報告の後、総評を行う。

11

 食糧・飲料水の調達を行い、配給された食糧等を払い出す。ろ

水機操作訓練により飲料水の確保をする。

13 訓練総評

10

個別訓練（連絡広報班訓練）
自治会、消防団、市

民環境部、総務部

被災状況等の情報収集を行うとともに、防災行政無線での情報連

携や避難者向け掲示板を作成する。

副市長、防災士会

感染症予防等のため間仕切りを設置する。

避難者の休息用ベットを作成する。

7 個別訓練（総務・名簿班訓練）

9

自治会、消防本部、

消防団、防災士会

8

自治会、消防団、防

災士会、新江州、市

民環境部、総務部

自治会、消防団、生

活環境課

個別訓練（間仕切り・段ボール

ベッド設置訓練）

避難者の名簿作成や避難所におけるルール作成等の避難所運営に

係る訓練を行う。

6

自治会、市民環境部

3

避難所運営訓練説明

身を守る行動（Drop姿勢を低く、Down頭を守り、Hold on１分

間動かずじっとする）を行う。
2

避難所開設訓練

避難所運営訓練に関する概要説明

新型コロナウイルス関連に関する項目を含む。

気象情報により、台風の接近および彦根市震度７の地震発生を受

信、住民間での情報伝達および避難を実施する。
訓練本部、自治会

避難報告

災害発生により関係職員が避難所を開設し、避難者を受け入れ

る。

シェイクアウト訓練

令和５年度 彦根市防災訓練(避難所開設運営訓練）タイムスケジュール
（対象）高宮学区自治会          （会場）高宮小学校体育館

応急担架作成訓練、応急手当・AED訓練を実施する。

仮設トイレの設営をする。

高宮学区住民による自主避難および避難訓練。

消防団のバイク隊が避難状況や被害状況の確認のため偵察。

緊急初動対策チーム

員


